
2025 年 8 月 1 日 

は と の さ と 保 育 園 

園長   西山 美乃 

 

わんぱく段から手紙が！ 

よし！宝をさがそう！ 

中身は冷えたゼリー！ 

サイコーにおいしかった！ 

夜は餃子クッキング 

いい匂いがしたよ！ 

皆で見た花火きれいいだった！ 

日 曜日 行事・研修

2 土 全国保育団体合同研究集会

3 日 全国保育団体合同研究集会

4 月 身体測定

5 火 身体測定

9 土 夏祭り（保護者会主催）

16 土 つくりそだてる会廃品回収

18 月 誕生日会

19 火 避難訓練・夏野菜クッキング

21 木 絵本研修（２．３歳）

22 金 プール終了

26 火 わらべ歌研修（４歳）

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                                        

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

今年は群馬で行われます。はとのさと

保育園からは、上田と大坪が現地で

参加し全国の保育士や保護者と交流

し、保育実践や情勢について学びま

す。また、ほかの職員もオンラインなど

で学習する予定です。 

十数年前、保護者会の皆さまから贈られたケヤキの木は、時を重ねて立派に成長

し、今では子どもたちの夏の日を優しく包み込みこんでくれる存在となりました。連日

の猛暑のなか、外遊びが制限される日々が続いています。それでも、ケヤキの木がつ

くるやさしい木陰のもとでは、子どもたちは色水遊びに夢中になったり、水浴びの後に

涼しい風を感じながら「ここは涼しいね」と笑顔を見せてくれます。自然の中で「涼し

さ」を体感できるこの環境は、子どもたちにとって貴重で豊かな体験だと感じていま

す。  温暖化が進む社会のなかでも、自然を感じながら遊べる時間を大切にできれ

ばと考えています。ただし、安全が何よりも優先です。毎日、熱中症指数を確認しなが

ら、水分補給や活動時間に配慮し、幼児クラスは昼からもお茶の補給をしたり、テント

の下や氷や冷たい水で短時間遊ぶなど安心して遊べる環境を整えながら自然の涼し

さを肌で感じる感覚を育むことも大切にしたいと思います。そのためには、大人も感性

を働かせながら、子どもたちと一緒に季節を楽しむことが必要だと感じます。これから

も自然のなかで、子どもたちが五感を通して豊かな経験を重ねられるよう、環境づくり

と安全への配慮をしていきたいと思います。  

  

今年は、保護者会イベン

ト部主催の夏祭りが開催

される予定です。職員会

からも職員が参加し、保

護者の皆様と交流を深め

ながら準備を進めていま

す。 
夏ならではの風物詩「夏祭

り」を、子ども達の笑顔あ

ふれる楽しい時間として職

員一同楽しみにしていま

す。当日参加が難しい職員

も、事前準備などを通して

協力したいと考えていま

す。 敬老お楽しみ会 
９月１６日（火） 

 

プール開き 

太陽の下、全身びしょぬれになりながら

笑顔いっぱいに遊ぶ子どもたちの姿は、ま

るで水しぶきがキラキラ輝く宝石のようでし

た。これから始まるプール遊びへのワクワク

も感じながら、水を怖がることなく、自ら進

んで水と触れあい、思いきり体を動かす姿

がとても頼もしく感じられました。プール、

水遊びを通して、水の中で体が浮く感覚

や、水の流れ、冷たさなどを通じて、自然の

不思議に気づきながら、遊びの中で「どうや

ったら安全に楽しめるか」といった感覚を体

験してほしいと思っています。 

皆と一緒なら大丈夫！ 

たのしかった！ 

お泊り保育（４歳） 
 

8 月 15 日 終戦記念日に寄せて 日本が戦争を終え、平和へ

の一歩を踏み出した日。「平和」とは、安心して暮らせること。争い

がなく、気持ちよく過ごせること。子どもたちの未来のために、大人

が関心を持ち続けることが、改めて大切だと感じます。園では友達

同士のトラブルを通じて、自分の気持ちを伝え、相手の気持ちにも

気づく経験を重ねています。「何が嫌だったのか」「どうしたいのか」

「どうしてほしかったのか」 子どもたちが自分の言葉で気持ちを表

現し、相手と話し合いながら理解し合っていく姿は、まさに平和へ

の一歩です。終戦記念日を機に、日々の保育の中にある“平和”に

ついて考えてみたいと思います。 

 

 

高校生ボランティア 2名 
 
みなと あいりさん （高 1） 
ながお しずるさん （高３） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 


